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はじめに
もともと空手道は、沖縄を中心として発展しながら本土に伝わって来た。
沖縄で生まれたかどうかは、いろいろな説があるが、元々沖縄は、中国との交流
が、1392年頃から始まってい事から考えて見ると、中国拳法を取り入れながら、沖縄
独自の発展を遂げてきたものと考えられる。ところが、当時の沖縄の人たちは、これ
を秘密裡に稽古を行っていたために、その形態はストレートには陽の目を見ることな
く、舞踊としての形のみが伝えられ、徒手空拳による「一挙必殺」の強い力を要求す
る闘技としては、異常な形態で伝授されながら発展してきた経緯がある。
しかし、今日の空手道は、いろいろなかたちで発展してきていると思う。
いろいろなかたちとは、いろいろな名称で呼ばれているという意味あいで、たとえ
ば、K–1だとか、プライドだとかいった、よく最近テレビで人気のある格闘技も、一
般の人にとっては、空手道だと思っているのではないかと考えることがあります。
空手道を嗜んでいる人だったら、柔道（柔術）、ボクシング、（キックボクシン
グ）、空手道の総合格闘技だということは、理解しているとは思いますが、空手道
が、元々、一人の先人から、四大流派に分かれてきて、今日に至っていることは、専
門的に空手道を行っている人なら分かっていると思いますが、四大流派と呼ばれるよ
うになった理由は、大正時代、京都にあった、武専（大日本武徳会）が認めたもの
で、その中には、剛柔流、糸州流、松濤館流、和道流、その四流派が認められた。
その、四大流派に分かれる前は、沖縄の三地区で、行われていた。
その地区とは、1 沖縄（琉球王朝）があった首里、2 現在 那覇市である那覇、3 泊
村（現、那覇市）、三地区より発展してきた。そこで、三地区の中興の祖の紹介と、
四大流派を考察してみたいと考えます。
1，首里手
首里手の開祖、松村宗混は、今から約200年前（1809－1890）沖縄・首里で生ま
れ、唐名は、武成達、号は雲勇、または武長と称した。
その前に、宗混の師、空手道中興の先人の佐久川雲上（唐手佐久川1733－1815）と
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呼ばれていた人のことを説明したいと思います。
元々、空手道の資料といったら、1762年、首里赤田の潮平親雲上という人が語った
ものを、土佐の儒臣「戸部良蒸」という人が実録したと言われる「大島筆記」が一番
古いとされています。その記述のなかに組合術の手として本唐より公
クーシャンクー
相君が弟子を連
れて来たとし、その内容に大きな驚嘆を示しています。
その前にも（1683）年に「汪
ワンシュ
楫」が来流していますが、弟子と演武したのは公相君
だったのではないか？。
大島筆記より引用すると、「一
ひととせ
年組合術（良憑謂武備志載スル所ノ拳法トキコユ）
ノ手トシテ本唐ヨリ公
こうしゃんきん
相君弟子ヲ数々ツレ渡レリ基ワザ左右ノ手ノ内何分一ツハ乳
ノ方ヲオサヘ片手ニワザヲシ扨足ヲヨクキカスル術也、甚痩タ弱々トシタ人デアリシ
ガ、大力ノ者無理ニ取付タラ基儘倒シタルコトナド有シ也。」と言うことが書かれて
います。
1756年の尚穆王時代とすれば、当時佐久川親雲上は、23才で血気盛んな若者であっ
ただろうと想像できる。唐手佐久川と松村宗混とのつながりは、はっきりした資料は
みつからないが、佐久川は、現代琉球古武道の中に伝承されている「佐久川の混」を
後生に残しています。又、松村宗混が14～15才の頃佐久川親雲上に師事したという説
もあります。史的にはさだかではありませんが、唐手佐久川の系譜上の影響を受けた
事は推測できると思います。
そのような影響を受けたと思われる、松村築登之親雲上宗混は、首里山川の士族の
出身であり、琉球王府の役職にありました。出生についても1798年説や、1809年説が
ありますが、「唐手佐久川」に師事したという見解に立つなら1897－1898が妥当じゃ
ないかと言う説もありますが、これもさだかではありません。
通称「松村のタンメー」とか「武士松村」とか言われ、その名をとどろかせてお
り、1960年1月13日の「沖縄タイムス」（伝説のある場所）に於いて、希代の空手の
達人と題して、松村宗混のエピソードにふれている。その中に、「1827年中山第17代
の尚灝王が、薩摩、中国、西洋と三方からの圧力に耐えかね気違いを装って（確かな
説はない）王位を退いた時、王の守護役として浦添村港川部落の別荘に移って来た頃
は、まだ若かったと言うから、彼にまつわる話しも、数々真実なものが多いようだ」
とありましす。さらに井上秀雄氏は「松村宗混とその弟子たち」の中で、「築登之親
雲上には譜代家と、新参の二種あって、譜代家は、元来は士分、新参は平民から成り
立ったものである。松村は士族であるから譜代家の築登之親雲上である」と述べて
います。（空手道集義より）  又、月刊空手道の首里手松村宗混の覧で「闘う前に勝
つ」と題して、その宗混には、沖縄の民話としても残っているエピソードがある。
ある日のこと、王の命令により、宗混は牛と戦うこととなった。しかし、相手は自
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分の体重の10倍もある牛である。まともに戦って勝てるはずがない。そこで宗混は、
妙案を思いついた。ふらりと試合時刻と同じ時間に、戦い相手である猛牛の牛舎に試
合で着用する着物姿で赴いた。そしていきなり弱点といわれる牛の鼻を棍棒で思い切
り殴ったのだ。もちろん、いきなれ殴られた牛も黙ってはいない。怒りを露わにし、
突っかかってきた。しかし厳重に繋がれているため、宗混には手が出せない。それを
毎日繰り返したのだ。日が経つにつれ、さすがの牛もだんだん覇気を失い、しまいに
は宗混の姿を見るだけで逃げ出すようになった、とあります。
宗混は、92才でその天命を全うしたと言われますが、尚灝王の守護役を振り出し
に、のちの尚育、尚泰の三代にも渡る王の側近として明治維新まで仕えたと言われ
ます。又、士族の登竜門であった「科
カ キ ョ
挙」にも合格し、遺貢使として2回中国へ渡航
し、中国武術も学んだとされ、中国のエピソードも残っている。中国では宗混のみに
秘伝とされる技法が伝授され、宗混の腕前を推察する記述が中国に残っている。ある
中国武術の系譜雑誌に「日本剣術は、静止して動かず、一瞬電光の間に勝負を決する
恐ろしい刀法である。（中略）かって、北京にやってきた琉球人の中に日本剣術を使
う者がいたが、試合して勝つ者はいなかった」と記されている。
又、国上りと称されていた薩摩に2回程行かれ、薩摩独特の示現流も三段・磯月・
四段・雲耀まで学んだとされる。
宗混の最后 の弟子であった、桑江のタンメーが授かったと言われる巻物がありま
すが、 1960年7月3日の沖縄タイムス紙上に「武士松村の空手巻物」として掲載され
た。その全文を紹介します。
「武術稽古の真味を志らずんば、あるべからず。よって覚悟の程申しさとし候得可
きと吟味致す可く候。
文武共に其道三つ有り。
文道に三つと申すは詞章の学、訓話の学、儒者の学と申し候。
詞章の学と申すは組語言を綴しゅう文辞を造作して科目爵録の計を求め候迄にて、
訓話の学は経書の義理を見極み、人を教る而己の心得にて道に通じ、事に精入り申さ
ず候。
右の両学は、只、文芸の誉を得候迄にて正当な学問とは申し難き候。
儒者の学は道に通て者を格知を取し、意を誠にして心を正し、推て以て家を奝え国
を治め、天下を平にするに至り是れ正当の学問にて儒者は之を学び候。
武道に三つとは、学士の武芸、各自の武芸、武道の武芸有り。学士の武芸は頭に稽
古の仕様相替り、成熟の心入り薄く、手（空手）の数だけ相習い計いて踊の様にて戦
守の法、まかり成らず婦人同人にて候。
各自の武芸は、実行これ無く方々去来致し勝つ事を計い申し致し、争論あるいは人
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を害し、あるいは身を傷い、依って身は親兄にも恥辱を過候。
武道の武芸は、放心致さず天を以て成熟致し、己が心を治めて敵人の乱を待ち、己
が静を以て敵の嘩を待ち、敵の心を奪いて相勝つ候。成熟相募り候て妙徴相発し、乱
嘩もなし、忠孝の場に於て猛虎の威、鵞鳥の早め自然と発して如何なる敵人も打ち修
め候。夫れ武は暴を禁じ兵を敢め、人を保ち、功を定め、民を安じ衆を和し財を豊に
すと。是武の七徳と申し聖人も称美し呉候段書（？）に相見得候。
さすれば文武の道、一理にて候間、学士各自の武芸は無用にして武道の武芸相嗜み
候て、機を見て変に応じ以て物を鎮め可くをと存候間、右の心得にて稽古致し可く然
り哉り存じ寄りし候付ば、無腹臓申間所に希申し候。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五月十三日　松村武長」
と、書かれていますが、武長という名称については、宗混の家系図が武氏となっ
ていることから、その関係ではないかと説かれている。その他にも「宗昆・宗棍・宗
秀」などが使用されている。
そこで、唐手佐久川、松村宗混の弟子達により 沖縄三各地に空手が広がっていった。
その代表的な弟子の一人が、拳聖と呼ばれている「糸州安恒」その人である。
首里手の開祖的存在の糸州安恒は、1830年首里の桃原村に生まれ、通称、糸州のタ
ンメーと言われて、性格は柔和で温厚であったと云う。毎日300回の巻わらを突き、
師の松村翁も、「お前に勝てるものは、この琉球にはいないだろう」と言わしめた人
物であった。安恒は、正しくは糸州築登之親雲上と云って、やはり琉球王府の士族で
あった。
氏の体育的見地に立った空手の創造は、後の空手界に大きな影響を及ぼし、基本
の型である、平安初段ー平安五段の型は氏の改作の型で、昔は「チャンナン」と呼ば
れ、もともとは泊の中国人に習ったものを、体育的見地から改良したと云われている。
氏の指導理念は、肉体の鍛錬や、人間形成に主眼を置き、闘争を目的とした空手を
事のほか嫌ったと云われ、弟子には、もっぱら体育的見地と修養と云う点に指導上の
主眼を置いたと云われている。
氏の弟子には、後に、一流一派を創始した蒼々たる人物が輩出されている。その人
物を紹介すると、
1， 船越義珍　（本土、特に関東を中心に空手啓蒙に尽力され、松濤館流を立ち上
げ、後に日本空手協会を設立し、最高師範となる）
2， 摩文仁賢和　（糸洲安恒の助手を務め、東恩納寛量にも師事し、関西を中心に本
土へ空手を紹介し、後に糸東流を開く）
3， 宮城長順　（沖縄県警察所、師範学校の空手師範、後に本土へ行き立命館大学、
京都帝大等を歴任し、剛柔流を開く）
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4，屋部憲通　（陸軍少尉、師範学校に於ける糸州安恒の助手、昭和2年ハワイに「外
国」に初めて空手を紹介する）
5，大城朝恕　（師範学校空手師範）
6，喜屋武朝徳　（沖縄県農林学校空手師範）
7，花城長茂　（一中空手師範）
8，遠山寛賢　（糸州、板屋敷、その他の先生の師事し、台湾拳法も修め本土に修道
館を創設）
9，中村茂　（糸洲、花城、国吉に師事し、後に沖縄拳法会を設立）
その他、多くの武人を輩出している。
首里手開祖の糸州安恒氏の遺稿を紹介します。
空手は、儒仏道より出候ものに非ず、住吉昭林流、昭霊流と云う二流支那より伝来
したるものにして、各々長ずるも所ありて、其儘保存して、潤色を加ふ可らざるを要
とす。仍而心得の条、下に記す。
1， 唐手は体育を養成する而己ならず、何れの時、君親の為には、身体をも不惜義勇
公に奉ずるの旨意にして、決して一人の敵と戦う旨意に非ず、就ては万一盗賊又
は乱法人に逢ふ時は成だけ、打ちはずすべし、盟て拳足を以て人を傷ふ可からざ
るを要旨とすべき事。
2， 唐手は、専一に筋骨を強くし体を鉄石の如く凝固め、又手足を、鎗鉾に代用する
を目的とするものなれば、自然と勇武の気象を発揮せしむ、就ては、小学校時代
より練習致させ候はば他日兵士に充る時他の諸芸に応用するの便利を得て、前途
軍人社会の一助にも相成と存知候、最もウェルリントン候がナポレオン一世に克
く捷せし時曰く「今日の戦勝は我国各学校の遊技場に於て勝てる」と云々実に格
言とも云う可き平。
3， 唐手は急速には熟達し難く、所謂、牛の歩の寄りうすくとも終に千里の外に達す
と云ふ、格言の如く毎日一、二時間位、精入り練習致し候はば、三、四年の間に
は通常の人と骨格違い、唐手の蘊奥を極める者多数出来可取と存候。
4， 唐手は、拳足を要目とするものなれば、常に巻藁にて、充分にて練習し、肩を下
げ肺を開き強く力を取り、又足も強よく、踏みつけ丹田に気を沈めて練習すべ
し、鍛錬積み次第度数も片手一、二百回づつ衝くべき事。
5， 唐手の立様は、腰を真直に立て、肩を下げ力を取り、足に力を入れ踏み立ち丹田
に気を沈め上下引合する様に凝固めるを要すべき事。
6， 唐手表芸は数多く練習し一々手数を聞き届け、是は如何なる場合に用ふべきかを
確定して練習すべく且入受けはずし取手の法有口伝多し。
7， 唐手表芸は、是れは体を養うに適するか、又用を養うに適当するかを予め、確定
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して練習すべき事。
8， 唐手練習の時は、戦場に出る気勢にて目をいからし、肩を下げ体を堅め又受けた
り突いたりする時も、現実に敵手を受け又敵に突当る気勢の見へる様に常々熟練
すれば、自然と戦場に其妙拍相現はるるものなり、克々注意すべき事。
9， 唐手の練習は体力不相応に余り力を取り過しければ上部に気あがりて面をあか
め、又眼をあかめ身体の害に成るものなれば克々注意すべき事。
10，唐手熟練の人は往古より多寿なるもの多し其原因を尋ねるに筋骨を発達せしめ消
化器を助け血液循環を好くし、多寿なる者多し、就ては自然以後、唐手は体育の
土台として小学校時代より学課に編入り広く練習致させ候はば追々致熟練一人に
て十人勝の辛も沢山可致出来と存候事。
上十ヶ条の旨意を以て師範中学校に於て練習致させ、前途師範を卒業各地学校へ教
鞭を採るの際には、宜敷御手諭各地方に小学校に於て精密教授致させ候へば、十年以
内には、全国一般流布致し本県人民の為而己ならず軍人社会の一助にも相成可申哉と
筆記して備高覧候也。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治四十一年　戊申十月　糸州安恒
空手道集義より
首里手系統図
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2，那覇手
那覇手（ナハデー）とは、琉球王国第一の商業街で貿易港でもあった、現在の那覇
市に発展してきた空手で、那覇の久米村（くにんだ）には、14世紀末、当時の明の福
建省から「閩（びん）人三十六姓」と呼ばれる人々が移住してきた。これら三十六姓
の末裔は、その後の琉球王国の歴史を通じて、進貢使、通事（通訳）等の職につくな
ど、中国との外交、貿易においておおいに活躍した。那覇手は、これらの人々が逗留
先の中国、あるいは琉球を訪れた中国人から中国拳法を学び、これを独自に発展させ
たものではないかと考えられている。
那覇手はその土地がらから百姓（平民）の手とも云われ、士族が担い手だった首
里手と対比されることもあるが、明治以前の那覇手は湖城（こぐすく）家など、閩人
三十姓の末裔と云われる久米士族を中心に発展した。それゆえ、東恩納寛量以前の那
覇手に限って云えば、百姓の手とも言えないのである。
那覇手の起源ははっきりしないが、湖城流の伝承では、流祖・湖城親方が1665年頃
に、中国において中国兵法を学んだ後、帰国して一族に伝授したとされる。これが事
実ならば、那覇手の起源は17世紀までさかのぼることになる。他の記録でも確認でき
るかぎりでは、湖城流の四代目、湖城以正が中国の「イワァ （ー偉伯）｣に師事したと
云うのが、最も古い伝承である。イワァーは、北京王宮の武官だったとも、冊封使つ
きの侍従武官だったとも云われるが、詳細は不明である。このイワァーからは首里手
の佐久川寛賀や松村宗混も学んだとされる。
湖城家からは、他にも湖城以幸（1836年－1907年）や湖城大禎（1838年－1917
年）、湖城以昌（1848－1910年）と云った空手家が出ており、初期の那覇手は、「湖
城家の手」と云っても過言ではない。那覇手では、他に真栄里蘭芳（1838年－1904
年）や新垣世璋（1840年－1920年）などの空手家がよく知られており、彼らは1866
年、冊封使節のための祝賀会で、セーサンやスーパーリンペーなどの形を演武したと
記録に残っている。
新垣世璋の弟子には、現在の剛柔流、
糸州流の基となる那覇手の中興の祖と呼
ばれる人物が東恩納寛量である。
那覇手系統図
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那覇手の東恩納寛量は、（1853年3月10日－1915）に那覇市西村に生まれた。父、
寛用は、山原船の船主で、那覇から日常用品を仕入れて、それを山原や離島方面で売
り、その収入で家族を養っていた。寛量は、17才頃から新垣世璋先生に師事し、その
後、1876年（明治9年）23才の時、中国、福建省福州へ渡り （1874－1877）空手の研
鑽に努めた。福州へ渡った寛量は、まず沖縄人が多く泊まる宿（フナーヤールー、沖
縄の方言で船宿）に泊まった。その宿の管理人、カンプータンメー（沖縄人）が寛量
の武術に対する熱意を聞いて、当時、福州一と云われた詠春白鶴拳（中国拳法）の達
人、リュウリュコウ老師に寛量を紹介した。リュウリュウコウ老師の稽古は厳しかっ
たが、普段は無口で温厚な人柄だった。寛量の武術に対する熱意を感じとった老師
は、入門を許可し、毎日厳しい稽古が始まった。ところが始めは、毎日、補助運動と
三戦（立ち形）の稽古だけだった。その後、厳しい稽古に耐え抜いた寛量を内弟子と
認め本格的な武術を学ぶこととなった。そして、寛量はリュウチュウのトウォンナ
（琉球の東恩納）と呼ばれ福州の武術界に名が知れ渡るようになった。その後、福州
を後にし帰国し、門下生がたくさん出来るわけだが、その中で四大流派と呼ばれる剛
柔流の開祖の宮城長順、糸東流の開祖の摩文仁賢和と云われる、今日の空手界の一角
を担う偉人が出ている。この二人のことは、後に、流派の項で説明する事にします。
3，泊手
昔、泊は琉球王府の第二の貿易港であった。特に、中山王府が樹立された以降は、
海外との玄関口であった為に、諸外国との文化交流が盛んで、泊 の人達の中から、
漢学、芸能、音楽、武術等、種々な分野の大家が誕生した。空手道もその中の一つで
ある。
泊手の中興の祖と云われた松村良興作（まつもら・こうさく）は、（1829年3月18
日ー1898年）、泊で出生した。唐名は雍唯寛（よういかん）、童名は樽金（たるが
に）と呼ばれた。後世は、泊の武士松村茂良と呼ばれた。茂良こと、興作が初めて空
手を学んだのは、宇久嘉隆（うくかりゅう）1800年ー1850年、庭先で3年間泊手の鍛
錬型である内歩進（ナイハンチ）を学んだ。次ぎの師は、照屋規箴（てるやしきし
ん）1804－1864年の両師に学んだ。興作の非凡なる才能を見抜いた照屋は、庭先で行
う稽古ではなく、人里離れた祖父の墓庭で、バッサイとワンシューを3年以上も習っ
た。墓庭（聖現寺）は、俗に天久の寺とも云われて、もとの位置は現在の泊高校の
敷地だったが、今はその北側の高台にある。照屋師匠が先祖の墓庭を選んだのは、人
目を避けると云う目的もあったが、薩摩の役人が、不穏な動きがあるのではと神経を
すりへらしていたので、墓庭が好都合であった。その後、興作は泊浜の洞窟、聖現寺
の北方の丘の上に天井の低い、30平方メートルぐらいの平坦な洞窟（カーミヌヤー）
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に住む、謎の中国人からも学んだとも云われている。謎の中国人と云われる所以は、
興作の技量が相当なものに達したのをみて、ある日、興作に、もはやこれ以上私が教
えることは何もないから来なくても良いと告げた。数日後、洞窟を訪ねたら、師であ
る謎の中国人はそこには居らず、その後も、行方はわからなかったと云われている。
又、謎の中国人は、実は首里の人で、事情があって家に帰れなかったと云う説もある。
師の照屋は、門弟に対し、隠忍自重し、みだりに動せず、好戦的におのれより、先
手を発してはならない。いわゆる「空手に先手なし」と、技を超越した精神面に重き
を置き、「生半可な修練は自滅である」と戒め、「仁・義・礼・智・信」の五条をわ
きまえよと教えられた。
興作は、その当時、山田義恵（1835－1905）や、親泊興寛（1827－1905）等と共に
泊の三傑と称されていた。
興作の武術は、ハーリーヤーの山田義輝（1866－1946）、安富祖の久場興保（久場
小サールー・1870－1942）、泊中道の伊波興達（シースータンメー・1873－1928）ら
に継承され、次々と泊の若者達に受け継がれていった。
松村良興作は、師、照屋の教えを守り、自分の為に技を用いる事なく、村民のため
に破邪顕正の道を歩み、「琉球一代の拳豪」「泊手中興の祖」「義烈武士松茂良」と
一般大衆から敬慕され、生まれ育った泊村で明治33年11月69歳の生涯を閉じた。
空手道四大流派
1，剛柔流
剛柔流の命名は、1929年（昭和4年）宮城長順の高弟・新里仁安により命名され後
に宮城がこれを追認したことから流派名として定着した。
この字句の源は、武備志の拳法八句にある「法剛柔呑吐身随時応変（法は剛柔を呑
吐す身は随時応変す」に由来すると云われています。
宮城長順は1888年（明治21年4月25日）那覇にうまれる。17才を過ぎた頃、那覇手
の始祖、宮城の恩師である沖縄空手中興の祖と謳われた東恩納寛量に師事、その後、
中国福建省に渡り、さらに空手の研鑽に励む。（1915年11月－1917年）の約2年間。
又、大正期に入ると那覇に「沖縄唐手研究所」を設置した。さらに、1929年（昭和4
年）沖縄県立男子師範学校や、沖縄警察の空手師範をはじめ、関西を中心に各大学の
師範を歴任し、1930年、沖縄県体育協会空手部長。1934年、大日本武徳会沖縄支部常
任委員となる。1934年、ハワイ「洋国時報社」に招かれる。1934年、文部省より体育
功労者として表彰を受ける1936年、中国上海市「精武体育会」において中国武術を学
ぶ。さらに昭和12年（1937年）大日本武徳会より教士号を受理した。
宮城長順氏は琉球警察学校在任中昭和28年（1953年10月8日）65歳の生涯を閉じた。
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「空手道は心身を練り、健康をはかり、急に際して身を護る道である。」流祖、宮
城長順先生は空手道の本質を、そう定義づけている。
武道とは生死を賭けた戦いであり、その技術を習得するためには、練習時も常に真
剣勝負を前提として集中力を高める必要がある。そのためには、心身の調和的発達が
必要であると考え、様々な鍛錬法を自らの厳しい修行の中から考案していった。
古来よりの精神修養法や健康法に近代的な視点を加え、身体面と健康増進に配慮し
た準備運動、体力増強のための器具を使った補助運動をいち早く取り入れ、合理的な
練習体型を作り上げた。これらの準備運動は、現在でも変わる事なく行われている。
この事からも分かるように、那覇手と称された空手は、宮城長順氏の剛柔流をもっ
て現代に伝えられていると云っても過言ではないでしょう。
その剛柔流の特質は開祖の宮城長順の作りあげた型にあると思う、「三戦」を剛の
基本型とし、「転掌」を柔の基本型とした所に剛柔流の相対的理念の一貫性を見るこ
とができます。
三戦（サンチン）三戦立ちに象徴される、剛柔流の背骨とも言える型で、三戦とは
立ち方のみならず、伸ばす筋肉と曲げる筋肉を同時に動かせる事で任意の間接をロッ
クし、外部からの衝撃に対する耐久力を高める技術全般の事を指す。
転掌（テンショウ）突きが繰り返し使われるサンチンに対して、ほとんどが受けの
動作で構成されている珍しい型で、サンチン、テンショウは共に単純な動作の型であ
るが剛柔流の基本思想がここに行き着くと云っても過言ではないと思われる。高段者
でも、常にここへ立ち返って確認するほどである。六機手ー転換手ー転掌と名が変わ
る。宮城長順の考案（制定）型である。
2，糸東流
糸東流とは、首里手と那覇手の両方の流れを組む流派である。
開祖は摩文仁賢和で、糸洲安恒より首里手を、東恩納寛量より那覇手をそれぞれ学
んだ。後に、糸州安恒と東恩納寛量の頭文字を取り、（1934年昭和9年）糸東流と称
した。1939年（昭和14年3月）大日本武徳会へ「糸東流」を登録。同年7月「大日本空
手道会」を発足。後に「日本空手道会」に改称。
氏は、1889年（明治22年）首里に生まれる。幼少の頃は、すこぶる虚弱であったら
しい、中学卒業後警察官になり、その後も、地方に隠れた首里手、那覇手以外の形、
技法について模索し続け松村派、新垣派などの各派を修め、空手以外には琉球古武道
の棒術、釵術を学んだ。それらの全ての技術と精神を融合、融和させたものが糸東流
空手道である。その技法上の特徴は、単に突き蹴りだけじゃなく、投げ、逆技と云っ
た技術をも含み、まさに現在で云われる総合格闘技の様相を呈している。又、「守・
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破・離」（基本を忠実に・それを応用し・そこから独立する）と云う言葉に代表され
るように、型という基本を守りながら、それを応用し、組み手と結び付けていくこと
によって作り上げられた分解組み手などに、その奥義までも修めることが出来るよう
に体系づけられている。又、精神教育に重点を置いた開祖、摩文仁賢和は「君子の
拳」を標榜し、円満な人格の形成・向上を目指した指導を行った。
首里手と那覇手を中心に、幅広い技術体系が確立されている流派であり、他の流派
と比べても型の種類が多い。
特に、基本鍛錬として巻わらを使用した突き、蹴りの鍛錬や、砂利の上での正拳腕
立て伏せなど、肉体鍛錬に重きを置いているところは実践的な流派と言える。
氏の著書には 、「攻防自在護身術空手拳法」「攻防拳法空手道入門」があるが、
攻防拳法空手道入門（昭和13年刊）より抜粋し紹介します。
日本精神の鍛錬場としての武道復興は一流一派の復旧を目指す偏見嫉視の狭見から
出発したものであってはいけません。東亜の平和を確保すべき新日本、世界文明を指
導すべき興国日本としての偉大なる新日本精神を鍛錬せんがために、出来得る限り優
秀なる新要素、新栄養を摂取して総合的に研究し、発達せしむる意気と大理想がなけ
ればなりません。国民的修養としての新日本武道大成のために、吾人はあくまで「自
由にして強い」日本精神を発揮して、各種武術の総合的研究と発達を企画すべきであ
ろうと思います。　　　　　「国民修養道としての武道復興」　　　　　摩文仁賢和
糸東流の全日本空手道連盟の指定形は次のとうりです。
＊第一指定形　　バッサイダイ　　　　セイエンチン
＊第二指定形　　マツムラローハイ　　ニーパイポ　
流祖・摩文仁賢和氏は（1952年5月・昭和27年）生涯を閉じた。
その後、多くの後継者を残しているが、二代目宗家として「摩文仁賢栄」氏が後を
継いでいる。
3，松濤館流
松濤館流を開祖したのは、富名越義珍、（後に、船越と改める）であった。
氏は、1870年（明治3年10月10日）首里の山川の武家の家に生まれた。幼少の頃か
ら身体が弱ったので、空手を習い、健康な身体を作ろうと思い、11歳の頃から当時の
名人と謳われていた、首里手の安里安恒、の門下になり、後、糸州安恒の両先生につ
いて空手を修業された。
やがて、14歳の時、師範学校簡易科（臨時教員養正所）に入学され、18歳で那覇尋
常小学校の代用教員となった。船越氏は、非常な苦学生で、上級校進学に必要な費用
を貯える為に代用教員になられた。その頃から、氏は指導の為の空手を本格的に学ん
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でいった。
大正期に入ると、沖縄師範学校の武道教師や、沖縄尚武会々長に推挙される。大正
5年京都武徳殿で、初めて空手を演武した。大正7年には「唐手研究所」を設置し、技
理一体の才覚を発揮する。
大正11年（1936年）5月、文部省主催の第一回古武道（体育）博覧会に出場され、
演武を披露した。その際、柔道の講道館々長・嘉納治五郎師範と初めて会われた。
嘉納師範は、船越先生に、講道館での空手の講習を依頼し、先生も了承され約3ヶ月
間、高段者への教導を続けた。その間小石川（現JR水道橋）あたりにあった沖縄人
の学生寮「明正塾」に移り、本格的な空手の普及活動を始められる事になる。そのか
たわら、1932年（大正11年）「琉球拳法唐手」、更に1935年（大正14年）「錬胆護身
唐手術」、1935年（昭和10年）「空手道教範」、1951年（昭和26年）「空手入門」、
1956年（昭和31年）「空手道一路」などを著し、これらの 著書に於いて空手道の沿
革を説き、価値を考察し、指導理念を確立していかれた。
更に、船越先生が、空手道の発展の方向を大学に向けられたことは、先生の優れた
卓見であったと云うべきであろう。
又、先生は、書道や、詩歌にも優れた才能を有され、「松濤」と云う雅号を有され
て居られた。この「松濤」と云う雅号について、船越先生は次のように語っておられる。
「首里という町は城下町で、しかも山続きの城を中心に発展した関係か、琉球松
とか南方系の樹林が随所にある。その中に虎尾山という深い松林がある。私は、いつ
とはなしにその虎尾山を散策する癖がついていた。時には半弦の月をいただき、時に
は満天の星空の下、微風にも敏感にそよぐ松籟の音はなんとも云えない神秘な、そし
てたとえようもなく、妙なる音楽のように感じられた。私にも三文詩人的なところが
あったのかもしれぬ。又、青年時代、代用教員として那覇にいた時のことである。奥
の山公園という県下唯一の自然公園があった。僅かに禅宗の寺のみがあり、人家がな
く、それだけに静かで、しかも太い松林があったので一人でよく杖をひいたもので
あった。その頃の空手修行は、ちょうど初期から中期に入った頃であったせいか、空
手道の精神的な面についても何かしら考えていたようである。だから静寂を楽しみ松
籟の幽幻さに心惹かれ、松濤と云う言葉が頭の何処かにこびりついて、歌を作るとき
や漢詩を書くとき、ふと思いついた雅号が松濤だったと云う訳であります」と記して
居られる。
先生は、「空手道教範」の中で真の空手道とはと5箇条を挙げて。
（一）人格完成に努めること。
（二）礼儀を重んずること。
（三）努力の精神を養うこと。
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（四）血気の勇を戒めること。
（五）誠の道を守ること。
この五箇条の眼目こそが船越先生の精神であり、空手道の精神であると言えよう。
船越先生は、1947年（昭和22年）新宿区四谷に、総本部道場日本空手協会を設立
し、最高師範となり、それから約10年後の昭和32年4月26日に88歳の生涯を閉じた。
先生の教えは、今も、（故）中山正敏首席師範、（現）杉浦初久二首席師範に受け
継がれ、脈々と続いている。
4，和道流
和道流空手道は、初代、大塚博紀氏によって創始された。
流祖、大塚先生は、1892年（明治25年6月1日）に、茨城県下館市に生まれた。本名
は、幸（こう）。博紀は後の武名として使われた。1897年（明治30年）6才の頃、母
方（サト）の大叔父、旧土浦藩の武術師範江橋長次郎の門に入り柔術の修行に励む。
1905年（明治38年）茨城県立旧制下妻中学校に入学し、同校の剣術師範でもある中
山辰三郎の道場に入門、本格的な柔術修行（神道揚心流柔術）に入る。ちなみに、神
道揚心流柔術とは、1864年（元治元年）松岡克之助尚周が揚心流を基礎とし、天神真
揚流、揚心古流を併せ、直心影流剣術の理合性を取り入れて創始した。流祖、松岡
克之助は、福岡県黒田藩、藩医の松岡道林の次男として生まれ、克之助が17歳の時、
父、道林が江戸詰となった為に江戸に移り住み、幕府講武所にて揚心流柔術を学び、
後に、浅草境内に道場を開設、この時の流名を神道揚心流柔術と改称した。二世は猪
瀬元吉で、大塚博紀氏が学んだ三世の中山辰三郎行儀は、明治19年に、神道館道場に
入門し、松岡克之助尚周より直心影流剣術を学んだ後、18歳の時、松岡の推薦で直心
影流の箱守与三郎祐郷に入門。明治39年小野派一刀流の高野佐三郎師範から「剣道特
業証書」をもらっている。
1910年（明治43年）早稲田大学専門部商業学科に入学。その後、天神真揚流、起倒
流などの各道場を訪ね歩き、他流試合などを重ねながら柔術の研鑽に励む。
1912年（大正元年）父、徳次郎の死により、早稲田大学を中退し川崎銀行（現日本
信託銀行）に勤務し、接骨術、活法の研究を始める。
1915年（大正3年）徴兵猶予撤廃に伴い水戸歩兵第2連隊に入隊。その後、大正9
年、柔道整復会より整骨師の資格免許を授与される。
1921年（大正9年6月1日）満30歳の誕生日に中山辰三郎氏より、神道揚心流柔術の
免許皆伝を允許され、同流第4世を継承する。
1922年（大正11年）松濤館流の開祖、船越義珍より空手道を学び始める。大正13年
5月5日、皇居、済寧 館道場において船越義珍と共に空手術の演武を公開する。
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1928年（昭和3年）糸東流の開祖、摩文仁賢和氏を尋ねる。昭和4年、本部朝基氏を
尋ね、空手の修行を重ね、日本古武道振興会を発足し、自らの空手を和道流空手術と
して同会に入会する。
1934年（昭和9年）神田末広町に大日本空手道振興倶楽部と整骨院を併設した道場
を開設した。
1938年（昭和13年）「大日本空手道振興倶楽部」を「大日本空手道振武会」と改
称、そして同年5月大日本武徳会より「錬士号」を授与される。又、京都武徳殿で行
われた「流祖祭」に出演、その際に「神州和道流空手術」として流名を登録した。こ
の流名は、柳生新陰流の久保義八郎氏のアドバイスにより「神州」を取り「和道流」
と改称し、以後、この名称で現在に至っている。1944年には、大日本武徳会より空手
道の首席師範に任命されている。
1978年（昭和53年）和道流空手道連盟本部道場を東京練馬区に設立。
1982年（昭和57年1月29日）に90歳の生涯を閉じた。
和道流の特徴は、柔術の特徴が活かされた流派であり、捌き、流し、押し、引き、
入り身、転身 などの技法が見られるのが特徴で、相手の正面からぶつかるのではな
く、自分の正中線を常に相手の攻撃目標から外させる、極めて合理的な技法で、現代
の組み手試合に対応出来る稀有な例となっている。
形には、クーシャンクー、ナイハンチ、セイシャン、チントウ、バッサイ、ニーセ
イシー、ワンシュウ、ローハイ、ジッテ、ジオンなどがある。
精神的な指導理念は、
武の道は和の道であり、和の術であるとする。それは、天の道に背かず、地の理に
逆らわず、人の道に悖らず、天地人の道理に和する事である。しかし、一度その技の
発するところ、敵の攻撃を流し、往なし、且つ又それに乗り、先でおさえ、後の先で
制し、先々の先で機の発りを封じ、千変万化して和を恢復するまで止むむ事はない。
あとがき
沖縄の各地（首里手・松村宗混）、（那覇手東・恩納寛量）、（泊手・松村良興
作）で発展してきた空手道は、その特徴を生かしながら、流祖と呼ばれる人達によっ
て体制化され、現代に脈々と受け継がれている。技術体系はそれぞれ特徴を生かし違
いはあるが、空手道で云われる極めという点においてはどの流派も同じである。
又、人の道としての精神的支柱となる教えも同じであることが分かる。
剛柔流の宮城長順先生は、宮城長順遺稿の一部の覧に空手道の将来という文があ
る。本文で記したが、一節取り上げると、一般日本武道の精神に合流せしめん事を吾
人は痛切に感ずるもの也。と言っている。
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糸東流の摩文仁賢和先生は、「守・破・離」基本を忠実に・それを応用し・そこ
から独立する。を技術体系に置きながら、「君子の拳」を謳い精神教育に重点を置い
て、円満な人格の形成、向上を目指した指導を行った。又、国民修養道としての無道
復興という欄で、日本精神の鍛練場としての武道復興は、一流一派の復旧を目指す偏
見嫉視の偏見から出発したものであってはいけません。東亜の平和を確保すべき新日
本、世界文明を指導すべき興国日本としての偉大なる新日本精神を鍛練せんがため
に、・・・・・・吾人はあくまで「自由にして強い」日本精神を発揮して、各種武術
の総合的研究と発達を企画すべきであろうと思います。と言っている。
松濤館流の船越義珍先生は、空手二十ヶ条を著して生徒指導に当たられた。その文
を抜粋して紹介すると、
1，空手道は礼にはじまり、礼に終わる事を忘るな。
2，空手に先手なし。
3，空手は儀の補け。
4，技術より心術。
5，道場のみの空手と思うな。
などの二十ヶ条に先生の教えが伺い取れる。
和道流の大塚博紀先生は、武の道は和の道であり、和の術であるとする。それは、
天の道に背かず、地の道に逆らわず、人の道に悖らず、天地人の理道に和する事であ
る。と言われている。
この言葉から分かるように、我々空手道を学ぶ物は競技空手のみに走る事なく、人
としての生き方（精神道徳）をもっと教え、指導すべきではないかと考えます。
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